
　6月14日（水）中野区立総合体育館で第
46回中野区友愛クラブ連合会「健康まつ
り」を開催いたしました。新型コロナウイ
ルス感染症の影響で実に４年ぶりの開催で
したが、紅組17クラブ、白組16クラブ、
計33クラブが参加し、大いに盛り上がり、
白熱しつつも笑顔の絶えない賑やかな祭典
となりました。� （5ページに関連記事）

笑顔はじける健康まつり笑顔はじける健康まつり
４年ぶりに開催４年ぶりに開催

白熱する応援合戦

巧みな輪捌きで勝利を掴め！

会場が１つになってフォークダンス
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私
の
お
ふ
く
ろ
は
94
歳
で
他
界
し
ま

し
た
。
晩
年
は
心
臓
を
患
っ
た
り
足
を

骨
折
し
て
病
床
に
伏
し
て
い
ま
し
た

が
、
頭
は
冴
え
冴
え
し
て
私
た
ち
や
孫

た
ち
に
同
じ
目
線
で
向
き
合
っ
て
い
ま

し
た
。
お
ふ
く
ろ
の
「
脳
元
気
」
の
要

因
は
読
書
の
習
慣
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と

信
じ
て
い
ま
す
。
文
芸
書
を
読
む
こ
と

が
何
よ
り
の
楽
し
み
で
、
暇
を
見
つ
け

て
は
本
を
手
に
し
て
い
ま
し
た
。私
も
、

帰
郷
の
お
土
産
は
数
冊
の
新
刊
本
で
し

た
。昨

年
９
月
か
ら
12
月
の
間
、「
今
後

の
区
立
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
・
配
置
の

あ
り
方
検
討
会
」
の
委
員
と
し
て
関
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
齢
者
の

代
表
で
し
た
の
で
「
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス

と
は
何
か
？
」
の
視
点
で
、
高
齢
者
が

新
聞
や
雑
誌
を
ゆ
っ
た
り
読
め
る
コ
ー

ナ
ー
が
あ
っ
た
り
、
読
書
に
親
し
む
イ

ベ
ン
ト
、
例
え
ば
高
齢
者
向
け
の
図
書

を
選
定
し
、
そ
の
著
者
の
講
演
会
を
開

催
。
映
画
や
観
光
地
紹
介
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が

試
聴
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
高
齢
者

の
新
た
な「
居
場
所
」づ
く
り
を
イ
メ
ー

ジ
し
熱
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

か
つ
て
は
日
常
の
当
た
り
前
と
し
て

慣
れ
親
し
ん
だ
読
書
の
習
慣
は
、
テ
レ

ビ
を
中
心
と
し
た
メ
デ
ィ
ア
の
ビ
ジ
ュ

ア
ル
化
の
背
景
に
相
ま
っ
て
、
文
字
を

追
う
視
力
と
根
気
の
衰
え
で
活
字
離
れ

が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
か
と
思
わ
れ
ま

す
。一

方
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
ま
す
ま
す
進

化
し
、
電
子
図
書
の
普
及
率
が
高
ま
っ

て
い
く
こ
と
は
必
然
で
、
高
齢
者
と
て

今
後
避
け
て
通
れ
な
い
道
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
書
店
の
書

棚
か
ら
本
を
抜
き
取
り
、
ペ
ー
ジ
を
め

く
っ
た
と
き
の
イ
ン
ク
の
匂
い
に
読
書

欲
を
煽
ら
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
せ

ん
か
。
活
字
の
一
字
一
句
を
読
む
こ
と

で
作
品
の
登
場
人
物
や
情
感
、
ス
ト
ー

リ
ー
の
情
景
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
こ
ん

な
わ
く
わ
く
感
や
感
動
を
忘
れ
な
い
で

い
た
い
も
の
で
す
。

ち
な
み
に
、
東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
で
は
、毎
年
推
薦
図
書
を
選
定
し
、

読
書
と
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
の
架
け

橋
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

令
和
５
年
度
推
薦
図
書

　
「
80
歳
の
壁
」

�

和
田
秀
樹
著　

幻
冬
舎
新
書

　
「
聞
く
技
術
聞
い
て
も
ら
う
技
術
」

�

東
畑
開
人
著　

ち
く
ま
新
書

今
年
４
月
に
地
域
支
え
あ
い
推
進
部

長
に
就
任
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
や
っ
と
抜

け
、地
域
で
は
様
々
な
活
動
が
再
開
し
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
生
き
生
き
と
し
た
姿

や
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
喜
ば
し

く
思
い
ま
す
。

い
ま
放
映
さ
れ
て
い
る
朝
の
連
続
テ

レ
ビ
小
説
「
ら
ん
ま
ん
」
の
主
人
公
の

脳
と
心
の
健
康
に
読
書
が
お
す
す
め

脳
と
心
の
健
康
に
読
書
が
お
す
す
め

向
上
心
・
向
学
心
を
見
習
い
つ
つ

向
上
心
・
向
学
心
を
見
習
い
つ
つ

会長あいさつ部長あいさつ

中
野
区
友
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長

中
野
区
友
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長　　

松
本
　
克
二

松
本
　
克
二

中
野
区
地
域
支
え
あ
い
推
進
部
長

中
野
区
地
域
支
え
あ
い
推
進
部
長　　

石
井
　
大
輔

石
井
　
大
輔
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モ
デ
ル
、
植
物
学
者
の
牧
野
富
太
郎
博

士
は
、
85
歳
の
時
の
抱
負
と
し
て
「
わ

が
専
門
の
植
物
研
究
に
、
毎
日
毎
夜
、

従
事
し
て
い
て
敢
て
飽
く
こ
と
を
知
ら

な
い
。」「
私
は
こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と

が
、
わ
が
楽
し
み
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
そ
れ
は
私
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で

あ
る
と
信
じ
て
お
り
、
勉
強
す
れ
ば
す

る
だ
け
仕
事
の
効
率
も
上
が
り
…
」
と

自
叙
伝
の
中
で
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

友
愛
ク
ラ
ブ
の
源
は
、
こ
う
し
た
向

上
心
や
向
学
心
で
は
な
い
か
、
先
達
の

姿
を
私
た
ち
も
見
習
い
た
い
、
そ
ん
な

思
い
を
抱
き
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の
活
動

を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

《令和５年度　中野区友愛クラブ連合会　事業予定（8月～）》
令和5年5月17日 時点

月 実施予定日 行事名 会場 時間

8月 〜 　 夏 　 休 　 み 　 〜

9月

5日（火）第56回グラウンド・ゴルフ大会 平和の森公園多目的運動場 9:30〜

7日（木）女性部手芸 区役所7階第8・9会議室 14:00〜

13日（水）第58期シニア大学（第3回） なかのZERO大ホール 14:00〜

20日（水）タオル体操 産業振興センター多目的ホール 13:30〜

25日（月）
26日（火）中野区友愛クラブ連合会パネル展 区役所1階ロビー

26日（火）リズム体操（鷺宮・上鷺宮地区） 鷺宮区民活動センター3階洋室2号 13:30〜

10月

2日（月）女性部城西ブロック
「レクダンス練習会」 産業振興センター体育室 13:30〜

4日（水）第58期シニア大学（第4回） なかのZERO大ホール 14:00〜

5日（木）第80回ゲートボール大会 妙正寺川公園運動広場 9:30〜

11日（水）第14回輪投げ大会 中野区立総合体育館メインアリーナ 9:30〜

24日（仮）日帰り研修旅行

11月 22日（水）リズム体操
（新井、沼袋、野方、大和地区） 沼袋区民活動センター音楽室 13:30〜

12月

4日（月）第58期シニア大学（閉校式・第5回） なかのZERO大ホール 13:50〜

7日（木）芸能大会 なかのZERO大ホール 10:00〜

13日（水）健康体操 産業振興センター多目的ホール 13:30〜

1月
16日（火）リズム体操（東部、鍋横・桃園地区） 桃園区民活動センター多目的室 13:30〜

25日（木）女性部健康教室事業 産業振興センター大会議室 13:30〜

2月
14日（水）輪投げ合同練習会 中野区立総合体育館メインアリーナ 9:30〜

会報第105号発行

3月

7日（木）タオル体操 産業振興センター多目的ホール 13:30〜

19日（火）リズム体操（南中野・弥生地区） 南中野区民活動センター3階多目的室 13:30〜

26日（仮）日帰り研修旅行

※日時や会場は都合により変更する場合があります。ご了承ください。
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中野区友愛クラブ連合会　組織図

会　長

松本　克二
監 査 役

髙山　郁朗／野田　早苗

役 員 会幹事会※1会 長 会

安全管理委員会※2地区連合会 会長会
【主幹】組織部

総　　会

会則維持管理委員会 広報委員会

旅行委員会

総務部
統括部長

細井　貞行

会計部
統括部長

飯塚　光子

会計部長

早川　一雄

広報部
部長

秋山　和美

文化部
統括部長

岩附　浩子

シニア大学学長

松本　克二

体育・
健康推進部
統括部長

大川　輝男

奉仕部
統括部長

石田　　修

アドバイザー
・渉外部長

小見山世津子

女性部部長

眞武　昭江

組織部
統括部長

関　　信夫
地域活動
支援部長

早川　一雄

※１幹事会出席対象
　　会長・副会長
　　統括部長・広報部長・女性部長・地域活動支援部長
※２安全管理委員会
　　幹事会兼務

５
月
17
日
（
水
）
午
後
２
時
よ
り
、
中
野
区
役

所
会
議
室
に
お
い
て
令
和
５
年
度
定
期
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
審
議
事
項
に
は
、
令
和
５
年
度
の
重

点
課
題
で
も
あ
り
ま
す
「
仲
間
を
増
や
そ
う
！！

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
に
、

従
来
の
「
地
域
活
動
支
援
・
会
員
増
員
チ
ー
ム
」

を
「
組
織
部
」
に
改
編
し
、
機
能
の
一
層
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
責
任
体
制
を
強
化
す
る
た
め

に
会
計
部
、
広
報
部
、
奉
仕
部
の
新
設
を
議
案
に

掲
げ
満
場
一
致
で
採
択
、
実
効
に
向
け
て
の
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
組
織
の
改
編
に
伴

い
会
則
の
一

部
改
訂
に
つ

い
て
も
議
案

と
し
て
は
か

り
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

※
新
組
織
は

別
図
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
度  

定
期
総
会

組
織
改
編
で
よ
り
活
動
的
に

　
　
　
　
中
野
区
友
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会
　

会
長
　
松
本
　
克
二

新体制のもとスタート
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６
月
14
日
（
水
）、
中
野
区
立
総
合

体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
に
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

杉
下
文
昭
さ
ん（
な
べ
よ
こ
ク
ラ
ブ
）

と
梁
川
妙
子
さ
ん
（
南
台
さ
く
ら
会
）

の
聖
火
入
場
と
応
援
合
戦
で
会
場
が
熱

気
に
包
ま
れ
る
中
、
競
技
が
始
ま
り
ま

し
た
。
午
後
の
競
技
前
に
は
「
南
の
島

の
ハ
メ
ハ
メ
ハ
大
王
」
の
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
を
踊
り
、
会
場
の
一
体
感
が
強
ま

り
ま
し
た
。

　
新
設
部
の
抱
負

【
組
織
部
】

　
　
　
組
織
部
統
括
部
長�

関
　
　
信
夫

組
織
部
は
中
野
区
の
高
齢
者
が
元
気

で
楽
し
く
集
ま
れ
る
「
場
」
を
作
る
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
知

恵
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。
中
友
連
の
良

さ
を
地
域
の
方
々
に
Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ

い
。
魅
力
あ
る
中
友
連
を
作
ろ
う
。

「
増
や
そ
う
仲
間
を
！
」

【
広
報
部
】

　
　
　
広
報
部
長�

秋
山
　
和
美

文
化
部
の
一
部
門
で
あ
っ
た
広
報
部

が
分
離
独
立
し
ま
し
た
。
従
来
の
会
報

の
発
行
等
に
加
え
て
、
近
時
低
減
傾
向

が
続
い
て
い
る
会
員
減
に
歯
止
め
を
か

け
る
目
的
で
、
組
織
部
等
と
協
力
し
相

乗
効
果
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
増
員

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
り
等
頑
張
り
ま
す
。

【
奉
仕
部
】

　
　
　
奉
仕
部
統
括
部
長�

石
田
　
　
修

ま
ず
「
一
円
玉
募
金
活
動
」
の
全
面

的
改
正
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
へ
の
タ
オ
ル
の
寄
贈
は
直
接
我
々
で

届
け
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。
老
人

ク
ラ
ブ
の
全
国
運
動「
社
会
奉
仕
の
日
」

一
斉
活
動
の
一
翼
を
担
う
部
に
し
て
い

き
ま
す
。

　

第
46
回
中
野
区
友
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会
「
健
康
ま
つ
り
」

実
力
伯
仲
！  

今
期
の
栄
冠
競
う

�

体
育
・
健
康
推
進
部　

統
括
部
長　

大
川　

輝
男

最
後
の
「
紅
白
玉
入
れ
」
は
大
接
戦

で
２
勝
１
敗
、
今
年
も
紅
組
の
勝
利
と

な
り
ま
し
た
。
最
後
は
全
員
で
「
東
京

音
頭
」
を
踊
り
、
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
来
年
も
楽
し
み
に
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

聖火入場

今大会一番の盛り上がり！
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◆
「
健
康
ま
つ
り
」
輪
投
げ
大
会

２
月
15
日
（
水
）、
中
野
区
立
総
合

体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
に
て
「
健
康

ま
つ
り
」
輪
投
げ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
36
チ
ー
ム
の
う
ち
上
位
入
賞

は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

幸
寿
会
Ａ�

５
７
３
点

準
優
勝　

な
べ
よ
こ
ク
ラ
ブ
Ａ�

５
３
４
点

３　

位　

沼
袋
け
や
き
会
Ａ�

５
２
７
点

高
得
点
賞
（
男
性
）

１　

位　

杉
下　

文
昭

　
　
（
な
べ
よ
こ
ク
ラ
ブ
）�

１
６
６
点

２　

位　

田
中　

開
介

　
　
（
小
滝
泉
会
）�

１
５
４
点

３　

位　

宮
本　
　

眞

　
　
（
か
み
さ
ぎ
こ
と
ぶ
き
会
）�

１
５
１
点

体
育
・
健
康
推
進
部

体
育
・
健
康
推
進
部

体
育
・
健
康
推
進
部
統
括
部
長

体
育
・
健
康
推
進
部
統
括
部
長
　
大
川
　
輝
男

健
や
か
に
無
事
開
催
！

高
得
点
賞
（
女
性
）

１　

位　

白
石　

春
子

　
　
（
多
田
長
生
ク
ラ
ブ
）�

１
５
０
点

２　

位　

大
久
保
綾
子

　
　
（
沼
袋
け
や
き
会
）�

１
３
１
点

◆�

第
55
回
春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
・�

ゴ
ル
フ
大
会

４
月
28
日
（
金
）、
第
55
回
春
季
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
平
和
の
森

多
目
的
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
ク
ラ
ブ
28
チ
ー
ム
、
参
加
者
１
９
２

名
。
ト
ラ
ブ
ル
が
続
き
ま
し
た
が
、
好

天
に
恵
ま
れ
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

優　

勝　

新
田　

富
男

　
　
　
　
（
沼
袋
け
や
き
会
）�

13
打

準
優
勝　

勝
俣　

君
子

　
　
　
　
（
野
方
こ
と
ぶ
き
会
）�

16
打

３　

位　

伊
藤　

和
子

　
　
　
　
（
紅
梅
会
）�

17
打

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
は
12
回
出
ま
し
た

が
、
成
績
の
良
い
人
が
達
成
し
て
お
り

ま
す
。

◆
第
79
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

５
月
10
日
（
水
）
晴
天
の
下
、
妙
正

寺
川
運
動
広
場
に
て
第
79
回
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
10

ク
ラ
ブ
が
参
加
し
、
朝
８
時
30
分
か
ら

昼
の
３
時
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
３
回
ず
つ

競
技
を
し
て
３
勝
し
た
隣
友
会
が
優
勝

し
ま
し
た
。

集中一投！

映
画
鑑
賞
会 

〝
体
操
し
よ
う
よ
〟

文
化
部

文
化
部文

化
部　

部
長

文
化
部　

部
長
　
小
俣
ふ
じ
子

５
月
29
日
（
月
）
映
画
鑑
賞
会
を
行

い
ま
し
た
。
前
日
か
ら
大
雨
予
報
で
心

配
し
ま
し
た
が
、
雨
も
大
し
た
こ
と
も

な
く
４
２
０
名
の
方
の
参
加
で
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

映
画
は
定
年
を
迎
え
た
主
人
公
が
地

域
の
ラ
ジ
オ
体
操
に
加
わ
る
こ
と
で
地

域
参
加
を
果
た
し
、
紆
余
曲
折
の
末
、

地
域
へ
定
着
し
て
い
く
と
い
う
ス
ト
ー

リ
ー
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
定
年
経
験
者

は
身
に
つ
ま
さ
れ
る
内
容
で
し
た
。

来
年
度
は
５
月
28
日
（
火
）
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

映画鑑賞会の
ポスター

第104号 会　　　　報 （6）

私たちは中野区友愛クラブ連合会の活動を応援しています



支
え
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
愛
が
行
き

交
う
住
み
よ
い
ま
ち
に
！
人
生
百
歳
時

代
！
高
齢
者
が
安
心
し
て
住
め
る
中
野

の
ま
ち
へ
」
を
開
催
。
今
年
度
の
サ
ブ

テ
ー
マ
を
～
増
や
そ
う
仲
間
を
！
目
指

そ
う
魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ
活
動
を
～
と
題

し
、
多
田
長
生
ク
ラ
ブ
、
野
方
北
原
寿

会
、
こ
と
ぶ
き
・
さ
ぎ
の
み
や
、
若
宮

寿
会
の
４
つ
の
モ
デ
ル
ク
ラ
ブ
か
ら
パ

ネ
リ
ス
ト
を
迎
え
、
中
野
区
区
民
活
動

推
進
担
当
課
長
・
池
内
明
日
香
様
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
も
と
、
日
々
の
活

動
状
況
や
会
員
増
員
の
苦
労
話
な
ど
を

中
心
に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
化
す
る
中

で
、
私
た
ち
友
愛
ク
ラ
ブ
は
人
生
１
０

０
歳
時
代
に
向
け
て
「
健
康
生
き
が
い

づ
く
り
（
自
助
）」
ま
た
「
仲
間
と
の

支
え
あ
い
（
共
助
）」
の
場
と
し
て
、

そ
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
は
必
須
課
題

と
認
識
し
、「
支
え
合
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

は
、
シ
ニ
ア
大
学
の
第
１
回
目
の
テ
ー

マ
と
し
て
、
２
０
１
７
年
よ
り
継
続
し

て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
の
第
５
類
感
染

症
移
行
に
伴
い
、
中
野
区
町
会
連
合
会

様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
町
会
・
自

治
会
の
皆
さ
ま
に
も
声
が
け
を
し
、
70

名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
ど
も
会
員
と
の
交
流
の
場
と
な
り
、

友
愛
ク
ラ
ブ
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
契

機
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　　

シ
ニ
ア
大
学
　
支
え
合
い
フ
ォ
ー
ラ
ム

シ
ニ
ア
大
学
　
支
え
合
い
フ
ォ
ー
ラ
ム

育
む
「
支
え
合
い
」
の
心

�

シ
ニ
ア
大
学　

学
長　

松
本　

克
二

モデルクラブの取り組みを紹介

令和5年度【第58期】シニア大学／９月以降予定

第3回 ��9月13日(水)
健康講座part1：認知症とともに生きるための備え健康講座part1：認知症とともに生きるための備え
東京都医学総合研究所�社会健康医学研究センター　西田　淳志�氏

第4回 10月��4日(水)
健康講座part2：健康講座part2：人生100歳時代～健康で充実人生を謳歌するために～�人生100歳時代～健康で充実人生を謳歌するために～�(仮題)
北部すこやか福祉センタープロジェクト

第5回 12月��4日(月)
脳と心の栄養補給：音楽の世界へのいざない!!脳と心の栄養補給：音楽の世界へのいざない!!
武蔵野音楽大学の皆さん

（7） 会　　　　報 第104号

私たちは中野区友愛クラブ連合会の活動を応援しています



第104号 会　　　　報 （8）

コ
ロ
ナ
禍
で
久
し
ぶ
り
の
バ
ス
旅
行
。
普
段
は
３
台
程
な
の
に

今
回
は
５
台
。
座
席
も
ゆ
っ
た
り
と
し
た
綺
麗
な
バ
ス
で
す
。

銚
子
出
身
の
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
が
子
ど
も
の
頃
の
思
い
出
を
交

え
て
面
白
お
か
し
く
名
調
子
で
す
。
徐
々
に
周
り
の
植
物
が
変

わ
っ
て
き
て
黒
潮
の
影
響
で
す
ね
。

昼
食
は
大
変
な
人
数
で
す
が
、
さ
す
が
！　

宴
会
料
理
に
慣
れ

て
い
る
の
か
新
鮮
で
美
味
し
い
！　

銚
子
電
鉄
の
今
日
は
淡
い
ピ

ン
ク
に
統
一
さ
れ
て
い
て
岩
下
の
新
生
姜
の
宣
伝
車
両
だ
そ
う
。

ぬ
れ
煎
餅
を
買
い
再
び
バ
ス
に
乗
り
土
産
屋
へ
、
旅
行
ク
ー
ポ

ン
を
余
さ
ず
使
う
よ
う
に
お
買
い
物
。
こ
の
場
所
を
こ
ん
な
に
楽

し
く
紹
介
し
て
い
た
だ
き
幹
事
さ
ん
に
脱
帽
の
旅
で
し
た
。

銚
子
を
満
喫�

や
よ
い
会
　
秋
山
美
知
子

参加者の声

日
帰
り
バ
ス
旅
行

ト
コ
ト
コ
走
る
…

銚
子
電
鉄
乗
車
体
験

銚
子
名
物
　
一
山
い
け
す
の
昼
食
の
旅
令和５年３月13日（月）

特 集

参
加
者
１
７
４
名
と
多
く
の
会
員
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
バ
ス
５
台

に
分
乗
し
、
８
時
に
区
役
所
職
員
に
見

送
ら
れ
中
野
区
役
所
を
出
発
し
ま
し

た
。
首
都
高
・
湾
岸
線
・
東
関
道
を
経

て
バ
ス
は
一
路
、
春
の
銚
子
へ
。

昼
食
は
銚
子
名
物
「
一
山
い
け
す
」

で
海
の
幸
を
堪
能
。
刺
身
、
煮
魚
、
焼

き
魚
、
鮮
度
抜
群
の
魚
料
理
に
満
腹
。

大
満
足
！

バ
ス
に
揺
ら
れ
心
地
よ
い
睡
魔
に
誘

わ
れ
な
が
ら
次
の
目
的
地
の
銚
子
電
鉄

「
銚
子
駅
」
へ
。
銚
子
駅
か
ら
犬
吠
駅

ま
で
約
６
㎞
、
17
分
の
乗
車
体
験
を
楽

し
み
ま
し
た
。
ロ
ー
カ
ル
線
の
の
ん
び

り
旅
に
都
会
の
喧
騒
か
ら
解
放
さ
れ
た

癒
し
の
時
間
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

最
後
の
目
的
は
も
ち
ろ
ん
？ 

シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
！　
「
ウ
オ
ッ
セ
21
」
に
て
海
産

物
の
お
買
い
物
。
帰
り
の
バ
ス
は
心
地

よ
い
眠
り
の
世
界
へ
。
渋
滞
に
遭
遇
す

る
こ
と
も
な
く
、
参
加
者
全
員
が
無
事

に
バ
ス
旅
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
参
加
者
の
協
力
に
感
謝
！　

感

謝
!!そ

し
て
旅
行
委
員
の
皆
さ
ん
ご
苦
労

様
で
し
た
。 

（
松
本　

記
）

会
員
待
望��

交
流
深
ま
る
日
帰
り
旅

1号車1号車
風情ある車両が走る銚子電鉄

2号車2号車



（9） 会　　　　報 第104号
久
し
ぶ
り
の
バ
ス
の
旅
。
ま
ず
銚
子
の
「
一
山
い
け
す
」
で
海

の
幸
の
昼
食
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。
そ
の
後
、
銚
子
駅
よ
り
犬

吠
駅
へ
向
か
い
、
ト
コ
ト
コ
走
る
銚
子
電
鉄
に
乗
り
ま
し
た
。
車

内
は
可
愛
い
風
船
が
い
っ
ぱ
い
。「
ウ
ォ
ッ
セ
21
」
で
は
新
鮮
な

海
産
物
を
買
い
ま
し
た
。
道
中
明
る
い
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
で
快
適

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
の
方
た
ち
と
お
会
い
す
る
機
会
が
少
な
か
っ

た
昨
今
、
良
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

日
帰
り
観
光
　
漁
港
の
町
へ�

�

東
鳳
ク
ラ
ブ
　
濱
野
　
昌
子

3号車3号車

新鮮な海の幸新鮮な海の幸
がずらりがずらり

ガイドさんに先導されガイドさんに先導され

楽しく観光楽しく観光

銚子電鉄車内は銚子電鉄車内は

岩下の新生姜コラ
ボで

岩下の新生姜コラ
ボで

賑やかな装い賑やかな装い

車両一面車両一面
真っピンク！
真っピンク！

4号車4号車

5号車5号車

参加者の声



11
月
10
日
（
木
）
13
～
15
時
、
白
鷺

せ
せ
ら
ぎ
公
園
運
動
広
場
に
て
、
大
和

地
区
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
大

和
友
愛
会
、
若
宮
寿
会
、
と
き
わ
ぎ
会
、

白
鷺
長
寿
会
、
東
鳳
ク
ラ
ブ
の
５
ク
ラ

ブ
の
参
加
が
あ
り
、
３
地
区
連
の
複
数

の
ク
ラ
ブ
の
参
加
に
よ
り
、
情
報
交
換

の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
会
員
増
強
に

も
好
影
響
を
得
た
と
思
い
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
、
１
時
間

半
ぐ
ら
い
で
４
０
０
０
～
５
０
０
０
歩

ぐ
ら
い
を
無
理
な
く
自
然
に
歩
き
ま

す
。
健
康
に
も
大
変
良
い
競
技
で
す
。

皆
さ
ん
ぜ
ひ
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

地
区
活
動
コ
ー
ナ
ー

弥
生
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、

昨
年
12
月
５
日
（
月
）
に
、
春
風
亭
柏

枝
師
匠
を
招
い
て
落
語
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

落
語
会
は
コ
ロ
ナ
禍
で
娯
楽
が
少
な

い
会
員
に
笑
っ
て
も
ら
い
、
免
疫
力

ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
弥
生
区

民
活
動
セ
ン
タ
ー
集
会
室
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
柏
枝
師
匠
は
、
テ
ー
ブ
ル
を

合
わ
せ
た
だ
け
の
不
安
定
な
高
座
を
ネ

笑
顔
こ
そ
健
康
の
秘
訣

弥
生
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�
�

　
会
長
　
那
須
　
建
平

ゴ
ル
フ
で

　
　
心
身
と
も
に
健
康
に

大
和
地
区
友
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会

�
�

会
長
　
麻
生
　
鶴
松

タ
に
話
を
す
す
め
、
会
場
は
大
盛
り
上

が
り
し
ま
し
た
。
こ
の
落
語
会
は
、
会

員
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
と

な
り
、
免
疫
力
ア
ッ
プ
に
も
大
い
に
貢

献
し
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
中
野
区
友
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会

か
ら
助
成
金
を
も
ら
い
運
営
費
に
充
当

す
る
こ
と
が
で
き
、大
変
助
か
り
ま
し
た
。

弥
生
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は
、
今
後
も
会
員
が
楽
し
く
充
実
し
た

日
々
を
送
れ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

地
区
連
事
業
助
成
金
制
度
を
利
用
し

た
輪
投
げ
大
会
を
、
３
月
８
日
（
水
）

鷺
宮
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
て
行
い
ま

し
た
。

今
回
で
第
４
回
目
を
迎
え
、
当
地
区

連
所
属
８
ク
ラ
ブ
か
ら
46
名
の
参
加
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に

盛
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
初
参
加
の

ク
ラ
ブ
、
メ
ン
バ
ー
も
あ
っ
て
一
投
毎

コ
ロ
ナ
自
粛
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
思
わ

ず
声
が
出
て
い
ま
し
た
。
本
大
会
は
会

場
の
広
さ
や
ク
ラ
ブ
の
選
手
層
等
の
関

得
点
板
め
が
け
気
合
い
の
一
投

鷺
宮
・
上
鷺
宮
地
区
連
輪
投
げ
大
会

か
み
さ
ぎ
こ
と
ぶ
き
会

�
�

会
長
　
田
中
　
敬
三

思いっきり笑った春風亭柏枝師匠の落語
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係
で
個
人
戦
の
み
と
し
て
お
り
、
チ
ー

ム
対
抗
と
異
な
り
、
各
人
そ
れ
ぞ
れ
が

日
頃
の
成
果
を
発
揮
す
べ
く
頑
張
る
姿

が
あ
り
ま
し
た
。

日
頃
地
区
連
の
他
ク
ラ
ブ
と
の
合
同

事
業
で
顔
を
合
わ
す
こ
と
が
少
な
い
た

め
、
こ
の
よ
う
な
集
ま
り
を
通
し
て
親

睦
の
輪
が
広
が
り
活
動
の
活
性
化
に
繋

が
る
一
歩
と
思
わ
れ
ま
す
。

健
康
講
座
「
人
生
１
０
０
年

時
代
を
健
康
に
生
き
る
に
は
」

東
部
地
区
友
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会

�
�

　
早
川
　
一
雄

「
中
部
す
こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

の
協
力
の
下
、
保
健
師
３
名
、
歯
科
衛

生
士
３
名
を
講
師
に
招
い
て
「
健
康
寿

命
を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
」
と
、
講
演
・

体
力
測
定
を
行
い
ま
し
た
。
前
半
の
講

演
で
は
、
実
技
を
交
え
た
フ
レ
イ
ル
予

防
の
ス
ト
レ
ッ
チ
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
十
分
な
栄
養
摂
取
と
口
腔
ケ

ア
の
大
切
さ
（
半
年
に
１
度
の
歯
科
検

診
）
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
後
半
は

参
加
者
の
体
力
を
把
握
し
ま
し
ょ
う

と
、
握
力
・
足
趾
力
測
定
を
行
い
ま
し

た
。
体
力
測
定
で
は
各
自
の
数
値
が
示

さ
れ
る
た
び
に
年
齢
値
と
比
べ
「
エ

エ
ッ
」
と
驚
い
た
り
、
満
足
気
な
顔
を

見
せ
た
り
、
悲
喜
こ
も
ご
も
の
様
子
が

見
え
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
常
の
生
活
習

慣
を
見
直
す
機
会
、
お
の
れ
の
身
体
能

力
を
自
覚
し
た
講
座
と
な
っ
た
よ
う
で

す
。助

成
金
制
度
を
活
用
し
た

輪
投
げ
が
好
評

鍋
横
・
桃
園
地
区
友
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会

�
�

　
高
木
　
亀
介

４
月
よ
り
一
年
間
、
毎
月
、
第
３
木

曜
日
、
午
後
１
時
30
分
よ
り
「
輪
投
げ

教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
回
６

単
位
ク
ラ
ブ
30
名
前
後
の
方
が
参
加
し

て
い
ま
す
。
い
つ
も
楽
し
く
指
導
を
し

て
く
だ
さ
る
の
は
、
な
べ
よ
こ
ク
ラ
ブ

の
３
人
の
先
生
方
で
す
。

昨
年
、
年
間
を
通
し
て
継
続
し
た
事

業
の
展
開
を
考
え
、
そ
の
資
金
等
に
悩

ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
早
川
地
域
活
動
支

援
部
長
よ
り
「
助
成
金
を
活
用
す
る
こ

と
を
考
え
て
み
た
ら
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
ま
し
た
。
詳
細
を
聞
き
な
が
ら

課
題
は
一
気
に
解
決
に
向
か
い
ま
し

た
。
講
師
謝
礼
、
用
具
購
入
代
金
等
の

見
通
し
が
つ
き
、直
ぐ
に
役
員
会
で「
輪

投
げ
体
験
会
」
の
開
催
が
決
定
し
、
30

名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
定

期
的
に
月
１
回
は
教
室
と
し
て
実
施
し

て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
ほ
と
ん
ど
で
し

た
。
助
成
金
の
活
用
に
よ
り
、
地
区
連

の
連
帯
も
よ
り
深
ま
り
ま
し
た
。ま
た
、

会
員
以
外
の
参
加
者
も
徐
々
に
増
え
て

い
ま
す
。

足趾力測定中です

輪投げが皆の楽しみに
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会
員
増
強28　

多
田
長
生
ク
ラ
ブ

　

�

会
長　

秋
山
　
収
一

会
員
増
強
に
つ
な
げ
た
要
因
と
し

て
、
多
田
長
生
ク
ラ
ブ
は
日
々
の
活
動

と
多
田
町
会
事
業
に
も
積
極
的
に
参
加

し
、
事
業
活
動
は
連
携
、
理
解
し
合
い
、

す
べ
て
共
有
し
て
い
ま
す
。
新
規
の
民

生
委
員
の
方
全
員
、
若
い
婦
人
部
の
方

６
名
等
の
入
会
も
大
き
か
っ
た
で
す
。

月
１
回
の
「
ラ
ン
チ
の
会
」
に
も
積

極
的
に
参
加
い
た
だ
き
、
食
事
の
メ

ニ
ュ
ー
作
り
、
調
理
等
１
回
40
食
作
っ

て
い
ま
す
。
参
加
者
全
員
美
味
し
く
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
地
域
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
高
齢
者
も
住
み

よ
い
町
。
支
え
合
い
、
助
け
合
い
、
居

場
所
作
り
等
い
っ
そ
う
役
立
つ
長
生
ク

ラ
ブ
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

長の

ど閑
や
か
で
楽
し
い
時
間

104　

う
ら
ら
会

　

大
澤
由
美
子

私
が
所
属
し
て
い
ま
す「
う
ら
ら
会
」

は
、平
成
５
年
に
発
足
し
ま
し
た
。「
う

ら
ら
会
」
と
命
名
し
た
の
は
、
当
時
町

内
に
お
住
ま
い
の
古
典
文
学
に
精
通
し

た
平
塚
ト
シ
子
さ
ん
と
い
う
方
で
す
。

「
う
ら
ら
」
と
て
も
素
敵
な
響
き
で

す
。
検
索
し
て
み
ま
す
と
（
長
閑
や
か

に
晴
れ
ば
れ
と
し
た
さ
ま
。
さ
わ
や
か
）

で
す
。
こ
の
会
も
名
の
と
お
り
、
主
な

活
動
と
し
て
お
し
ゃ
べ
り
会
を
開
催
し
、

歌
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
と
穏
や

か
な
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
は
鍋
横
・
桃
園
地
区
の
行

事
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

「
吹
矢
」「
ト
リ
ム
体
操
」「
輪
投
げ
」

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
い
ろ
い
ろ
な
方
と
お
知
り
合
い

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
い

時
間
を
会
員
の
皆
さ
ま
と
共
有
し
、
先

輩
の
方
々
か
ら
受
け
継
い
だ
こ
の
会
の

バ
ト
ン
を
後
輩
の
人
た
ち
に
渡
せ
て

い
け
た
ら
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
健
康
の
秘
訣
こ
こ
に
あ
り

75　

皐
月
会

　

大
越
謙
多
郎

人
生
１
０
０
年
時
代
の
中
、
私
自
身

も
４
分
の
３
を
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
不
整
脈
・
心
臓
弁
膜
症
の
持
病
を

定
年
前
か
ら
持
ち
な
が
ら
、
今
ま
で
無

事
に
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
常

に
そ
の
時
々
に
仲
間
が
増
え
て
い
き
暇

な
時
が
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
れ
が
一
番
の
健
康
の
過
ご
し
方
の

よ
う
な
気
が
し
て
お
り
ま
す
。
友
愛
ク

ラ
ブ
の
方
々
・
高
齢
者
会
館
の
ス
タ
ッ

フ
お
よ
び
関
係
者
・
町
会
の
方
々
・
元

会
社
の
仲
間
な
ど
が
い
て
、
あ
り
が
た

い
ほ
ど
の
人
と
付
き
合
わ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
元
会
社
の
仲
間
で
も

月
１
回
の
飲
み
会
・
お
正
月
の
七
福
神

巡
り
・
ス
キ
ー
・
山
歩
き
な
ど
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
毎
年
少
な

く
な
っ
て
さ
み
し
い
か
ぎ
り
で
す
。
そ

の
分
友
愛
ク
ラ
ブ
の
方
々
と
行
事
で
の

付
き
合
い
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
行
事

参
加
も
増
え
て
お
り
、
ス
ト
レ
ス
が
た

ま
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
が
一
番
の
健
康

の
た
ま
も
の
で
す
。
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そ
れ
に
連
れ
合
い
に
も
迷
惑
を
か
け

て
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
亭
主
元

気
で
留
守
が
？
？
？

　
心
安
ら
ぐ
庭
の
花
々

65　

上
鷺
宮
喜
楽
会

　

新
村
　
芳
恵

朝
カ
ー
テ
ン
を
開
け
る
と
、
カ
ル
ミ

ア
の
清
々
し
い
花
が
目
に
入
る
。
こ
の

時
季
は
次
々
と
花
が
咲
い
て
「
ら
ん
ま

ん
」
の
庭
に
な
る
。
私
は
長
野
県
で
育

ち
花
好
き
の
母
に
似
た
の
か
、
緑
の
無

い
生
活
は
考
え
ら
れ
な
い
。
日
々
何
か

と
忙
し
い
が
花
を
眺
め
た
り
レ
モ
ン
の

実
を
数
え
た
り
と
、
庭
の
手
入
れ
を
し

て
い
る
時
が
時
間
を
忘
れ
て
心
が
安
ら

ぐ
。
春
先
に
多
い
野
草
の
芽
吹
き
も
楽

し
み
の
一
つ
。「
牧
野
記
念
庭
園
」
に

行
っ
た
時
、
我
家
の
庭
に
も
あ
る
草
花

が
数
多
く
あ
っ
た
の
で
大
切
に
育
て
よ

う
と
思
う
。

嫌
わ
れ
も
の
の
ド
ク
ダ
ミ
も
、
冷
蔵

庫
の
消
臭
剤
に
な
る
し
、
お
茶
に
も
な

る
。
斑
入
り
の
と
て
も
き
れ
い
な
の
も

あ
る
し
、
白
い
花
も
愛
ら
し
い
。

も
う
一
つ
、
心
身
が
安
ら
げ
る
こ
と

に
「
ト
リ
ム
体
操
」
が
あ
り
私
は
何
十

年
も
続
け
て
い
る
。
体
を
ほ
ぐ
し
、
歌

を
歌
い
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
す
る
。
お

し
ゃ
べ
り
を
し
て
皆
で
笑
い
合
う
。
週

１
回
の
こ
の
時
間
は
と
て
も
貴
重
な
も

の
。
先
生
を
含
め
て
気
心
の
知
れ
た
仲

間
が
喜
楽
会
の
会
員
で
あ
る
こ
と
は
、

心
強
く
頼
り
に
し
て
い
ま
す
。

　
歌
う
楽
し
み
会

25　

東
部
長
寿
会

　

双
木
　
數
惠

東
部
長
寿
会
と
し
て
活
動
す
る
場
所

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
日
本
舞
踊
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
同
好
会
民
踊
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
レ
ク
ダ
ン
ス
、
シ
ニ

ア
大
学
な
ど
に
出
席
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
ど
う
し
て
も
ご
自
分
の
都
合
、

さ
ま
ざ
ま
な
関
係
で
出
席
さ
れ
な
い
方

が
お
り
ま
す
。
会
員
様
同
士
が
月
１
回

で
も
集
ま
っ
て
、
皆
様
と
お
会
い
し
て

お
話
な
ど
し
、
歌
う
楽
し
み
、
リ
ハ
ビ

リ
体
操
な
ど
し
て
、
お
会
い
す
る
こ
と

に
よ
り
お
友
達
も
で
き
、
健
康
で
笑
い

の
あ
る
楽
し
い
人
生
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
こ
と
を
想
像
し
な
が
ら
、

５
年
度
に
な
っ
て
双
木
が
企
画
・
申
込

み
、
こ
の
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

５
月
20
日
（
土
）、
14
時
開
始
で
第

１
回
を
始
め
ま
し
た
。
⑴
名
簿
作
成
⑵

自
己
紹
介
⑶
私
が
健
康
の
お
話
を
し
ま

し
た
。
病
気
に
か
か
ら
な
い
た
め
の
約

束
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
原
因
を
防
ぐ

に
は
日
頃
か
ら
の
予
防
が
大
切
で
す
。

そ
れ
に
は
４
つ
の
約
束
が
あ
り
ま
す
。

①
水
を
飲
む
②
散
歩
す
る
③
体
調
や

健
康
状
態
に
合
わ
せ
た
食
事
を
と
る
④

毎
日
酵
素
を
取
る
。
酵
素
に
は
血
液
を

サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
効
果
が
あ
る
と
い
う

お
話
を
し
ま
し
た
。
⑷
Ｃ
Ｄ
に
合
わ
せ

て
歌
う
。
踊
り
も
し
ま
し
た
。
疲
れ
た

様
子
で
す
の
で
、
座
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
、

手
足
を
動
か
す
運
動
も
し
ま
し
た
。

◎
会
員
様
の
声
「
家
に
い
る
こ
と
が

多
い
で
す
が
、今
日
は
と
て
も
楽
し
く
、

あ
り
が
と
う
」と
喜
ん
で
帰
り
ま
し
た
。

こ
の
活
動
を
月
１
回
で
も
続
け
た
い
で

す
。

歌う楽しみ会のメンバーです
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私たちは中野区友愛クラブ連合会の活動を応援しています



10
《
白
寿
会
》

木
の
実
踏
む
ふ
わ
り
と
山
の
匂
ひ
来
る

�
勝
田　
　

孝

19
《
野
方
北
原
寿
会
》

透
き
て
見
ゆ
新
茶
の
産
毛
白
磁
碗

�

酒
井　

綾
子

平
成
と
令
和
貫
く
平
和
の
字

�

高
見
澤　

昇

淡
墨
の
小
さ
き
足
形
こ
ど
も
の
日

�

馬
場　

一
枝

受
け
継
ぎ
し
重
き
任
な
り
松
の
花

�

藤
本　

玉
子

28
《
多
田
長
生
ク
ラ
ブ
》

朧
夜
や
名
は
知
ら
ね
ど
も
白
き
花

�

金
子　
　

幸

腕
が
鳴
る
筍
届
き
糠
ま
み
れ

�

桑
田　

治
子

サ
ン
ダ
ル
に
青
い
ペ
デ
ィ
キ
ュ
ア
夏
き
ざ
す

�

羽
鳥
扶
美
子

中
友
連

中
友
連  

趣
味
の
文
芸

趣
味
の
文
芸

父
の
忌
の
遠
き
あ
の
日
も
春
の
雪

�

山
口　

貞
子

退
院
の
妻
に
今
宵
は
お
で
ん
に
す

�

佐
藤
志
貴
郎

我
が
庭
に
蛍
袋
が
列
を
な
す

�

佐
藤　

征
子

37
《
コ
ス
モ
ス
文
園
》

万
緑
や
秘
仏
千
年
笑
み
続
け

�

須
藤
美
奈
子

彼
岸
花
炎
の
如
く
重
な
り
て

�

古
賀　

久
恵

黒
揚
羽
ゆ
っ
た
り
と
舞
う
昼
下
り

�

石
川　

枝
美

ド
ク
ダ
ミ
の
真
白
き
ク
ロ
ス
雨
に
濡
れ

�
石
川　

友
子

57
《
白
鷺
長
寿
会
》

歩
道
を
渦う

ず

巻
き
飛
び
ゆ
く
散
り
若
葉

�

藤
原　

幸
夫

子
を
背
お
い
祭
帰
り
の
星
月
夜

�

道
明　

節
子

刃
か
ら
バ
ッ
ト
に
替
て
サ
ク
ラ
サ
ク

�

澤
田　

友
宏

白
鷺
や
さ
ん
ど
目
の
夏
め
ぐ
り
来
る

�

日
原
き
よ
子

探
し
物
呼
ん
で
み
た
け
ど
返
事
な
し

�

原　

昭
代

今
年
し
こ
そ
コ
ロ
ナ
終
息
里
帰
り

�

金
崎　

敏
保

雨
続
く
皆
う
つ
む
き
て
茄
子
の
花

�

小
林
千
枝
子

梅
雨
の
花
七
変
化
咲
く
色
た
の
し

�

山
際
ハ
ル
子

き
ら
き
ら
と
川
面
の
光
り
や
春
の
風

�

藤
原　

キ
ヨ

71
《
紅
梅
会
》

荒
波
の
磯
に
く
だ
け
て
夏
に
入
る

�

喜
多
村
義
紀

87
《
栄
寿
会
》

猛
暑
日
や
己
が
重
さ
に
耐
え
る
木
々

�

水
野　

幸
雄

109
《
な
べ
よ
こ
ク
ラ
ブ
》

穴
出
で
し
蟻
の
頭
重
く
歩
き
お
り

�

緒
方　

良
子

青
葉
若
葉
夢
は
空
旅
巴
里
あ
た
り

�

秀
島　

永
子

芒
の
穂
流
れ
る
雲
に
こ
う
べ
た
れ

�

吉
田　

雅
子

若
緑
よ
う
や
く
訪
ね
し
芭
蕉
庵

�

望
月
貴
美
子

力
入
れ
皮
を
剥
き
た
る
夏
蜜
柑

�

阿
部
眞
佐
子

春
惜
し
む
サ
ン
プ
ラ
終
演
大
合
唱

�

三
ヶ
尻
鶴
子

111
《
野
方
こ
と
ぶ
き
会
》

枯
れ
枝
を
透
か
し
て
清
し
お
ぼ
ろ
月

�

谷
島　

政
子

聖
母
祭
ひ
孫
元
気
に
呱
呱
の
声

�

吉
田　

裕
子

寂
し
き
は
最
後
の
花
宴
サ
ン
プ
ラ
ザ

�

伊
藤　

和
子

春
彼
岸
死
は
怖
れ
ぬ
と
言
い
つ
つ
も

�

日
比　

芳
子

雪
柳
風
の
重
さ
は
枝
ご
と
に

�

根
岸　

一
男

八
十
路
で
も
ま
だ
現
役
や
花
衣

�

小
池　

広
子

花
ご
ろ
も
母
の
思
ひ
出
矢
ば
ね
柄

�

田
中　

好
枝

杖
つ
き
て
早
く
も
三
年
春
を
待
つ

�

八
京
加
代
子
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春
の
花
色
と
り
ど
り
の
花
模
様

�

石
井　

直
江

115
《
弥
生
句
会
》

飛
魚
の
眼
に
海
峡
の
碧
さ
か
な

�

荘
吉

谷
若
葉
釣
人
一
人
川
み
つ
め

�
和
余

飛
魚
の
な
め
ろ
う
あ
て
に
冷
酒
酌く

む

�

サ
ラ
ウ
ン
ド
カ
ズ

朝
日
受
け
若
葉
が
薫
る
空
き
家
に
も

�

和
子

駆
け
回
る
子こ

ら等
を
受
け
止
め
草
若
葉

�

美
知
子

母
の
日
の
ひ
と
り
参
り
や
雨
兆き

ざ

す

�

恒
太
郎

実み
し
ょ
う生

か
ら
何
年
経
つ
や
柿
若
葉

�

安
希
子

118
《
し
ら
さ
ぎ
寿
会
》

白
富
士
に
鳥
が
現
わ
れ
田
植
時ど

き季

�

柿
内　

法
音

コ
ロ
ナ
禍
で
困こ

ま
っ
て
い
た
ら
助
け
合
い

�

三
浦　

節
子

ル上
　
り
　
藤

ピ
ナ
ス
が
色
と
り
ど
り
に
き
れ
い
だ
な

�

神
田　

ユ
キ

ミ
ツ
バ
チ
が
密
を
集
め
に
花
渡
り

�

黒
木　

京
子

五
月
雨
に
傘
の
し
ず
く
の
音
立
て
て

�

武
本　

敏
子

119
《
小
淀
あ
づ
ま
会
》

錆
色
の
銚
子
電
鉄
春
霞

�

吉
原　

世
都

柿
若
葉
白
寿
の
腰
に
万
歩
計

�

早
川
ア
リ
ス

亡
き
友
の
門
扉
の
影
に
咲
く
夕
顔

�

深
澤
瑠
璃
子

127
《
若
宮
寿
会
》

為
せ
ば
成
る
見
事
合
格
大
樹
の
芽

�

　

細
井　

貞
行

川
　
柳

4
《
片
山
長
寿
ク
ラ
ブ
》

も
の
忘
れ
修
理
で
き
た
ら
巻
き
直
し

�

近
澤　

と
み

37
《
コ
ス
モ
ス
文
園
》

土
い
じ
り
齢と

し

を
忘
れ
て
膝
立
た
ず

�

石
川　

枝
美

流
行
語
覚
え
る
前
に
す
た
れ
て
た

�

石
川　

友
子

116
《
寿
さ
く
ら
会
》

オ
レ
オ
レ
に
ダ
レ
ダ
レ
ダ
レ
と
妻
は
聞
く

�

泉
妻　

宏
治

短
　
歌

37
《
コ
ス
モ
ス
文
園
》

十
年
前
屋
久
島
か
ら
来
た
金
柑
チ
ャ
ン

　

た
わ
わ
に
実
り
寒
空
に
ほ
ほ
え
む

�

石
川　

枝
美

118
《
し
ら
さ
ぎ
寿
会
》

励
ま
し
に
！
勇
気
で
対
話
！
次
ぎ
次
ぎ
に
！

　

喜
こ
び
沸
れ
！
（
湧
れ
）
何
と
楽
し
や
！

�

西　
　

輝
保

編
　
集
　
後
　
記

１
９
２
９
年
７
月
、
巳
年
生
ま
れ
、

94
歳
に
な
る
義
母
。
15
の
春
は
戦
争

真
っ
只
中
。「
戦
争
だ
け
は
し
て
は
い
け

な
い
よ
」
と
毎
年
繰
り
返
し
言
っ
て
い

ま
す
。
義
母
か
ら
聞
い
た
東
京
大
空
襲

と
同
じ
こ
と
が
現
実
と
し
て
、
テ
レ
ビ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
画
面
か
ら
流
れ

て
き
て
、
戦
争
・
人
権
・
人
間
を
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
す
。

今
、
一
番
の
願
い
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
が
終
わ
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

�

広
報
委
員　

高
木　

亀
介

広
報
委
員

委

員

長�

秋
山　

和
美

副
委
員
長�

岩
附　

浩
子

�

高
木　

亀
介

�

小
俣
ふ
じ
子

�

筒
井　

嘉
男

�

眞
武　

昭
江

�

早
川　

一
雄

広
報
顧
問�

松
本　

克
二

　

本
誌
の
発
行
に
際
し
ま
し
て
ご
協
賛
い

た
だ
き
ま
し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
倍
旧
の
ご
厚
誼
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
御
礼
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「
豊
似
湖
」
的
場
　
　
弘

「
昭
和
記
念
公
園
に
て
」

 

石
室
屋
政
昭

「
伊
東
旅
情
」
秋
山
　
和
美

「
曲
芸
団
の
美
女
た
ち
」

 

山
崎
　
博
人

「
青
空
を
映
す
」
熊
谷
　
英
男

「
丹
波  

観
音
寺
」
石
川
　
枝
美

　写真の応募が多く、掲載できなかった
秋山美知子様、井橋和子様、海老澤信一様、
那須建平様、本田とし子様、山崎久美子
様の 6 作品は次号に掲載いたします。

  ベスト  　　
ベスト  　　

　ショット
　ショット
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